
日
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
の
成
立

イ
ギ
リ
ス
に
収
奪
さ
れ
る

植
民
地
イ
ン
ド

ム
ガ
ル
帝
国
の
衰
退
・滅
亡
と

イ
ン
ド
の
植
民
地
化

１
６
０
０
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン
ダ
に
続
い
て
イ
ン
ド
洋
交

易
に
参
加
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
以
後
本
格
的
に

ア
ジ
ア
ヘ
進
出
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会

社
は
１
７
５
７
年
に
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
で
、
フ

一７
ン
ス
と
結
ん
だ
ベ
ン
ガ
ル
太
守
軍
を
破
り
、

６５

年
に
は
ム
ガ
ル
皇
帝
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
地
税

徴
収
権
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
諸
王
国
を
次
々
と

征
服
。

１９
世
紀
半
ば
の
シ
ク
戦
争
で
バ
ンヽ
ジ
ャ

！
ブ
地
方
を
獲
得
し
た
結
果
、
イ
ン
ド
全
域
を

支
配
下
に
お
さ
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
地
税
確
保
の
た
め
、
納
税
者
に

だ
け
土
地
の
所
有
権
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
地

主
や
農
民
の
多
く
が
没
落
し
た
。
ま
た
、
産
業

革
命
↑
９８
参
照
）が
進
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
機
械

生
産
に
よ
る
綿
布
な
ど
が
大
量
に
流
入
す
る
よ

う
に
な
り
、
イ
ン
ド
の
手
工
業
者
を
圧
迫
し
た
。

そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
イ
ン
ド
人
の

不
満
は
高
ま
り
、
１
８
５
７
年
、
つ
い
に
セ
ポ
イ

（
シ
パ
ー
ヒ
ー
）
の
反
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
の
反

乱
は
没
落
し
た
地
主
や
農
民
、
手
工
業
者
、
さ

ら
に
ム
ガ
ル
皇
帝
を
も
巻
き
込
ん
だ
イ
ン
ド
大

反
乱
へ
と
拡
大
し
た
が
、
組
織
化
さ
れ
た
イ
ギ

リ
ス
軍
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
そ
の
後
イ
ギ

リ
ス
は
ム
ガ
ル
皇
帝
を
廃
し
て
帝
国
を
減
亡
さ

せ
、

７７
年
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
皇
帝
と

す
る
イ
ン
ド
帝
国
を
成
立
さ
せ
た
。

ロ
オ
ス
了
ノ
帝
国
の
衰
退

ロ
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
の
成
立

イン ド (麒 Iy詮 鷲
次判 こイギリカあ洒己されるようになり、
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東
イ
ン
ド
会
社
を
使
っ
て

イ
ン
ド
支
配
を
進
め
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

つ
い
に
ム
ガ
ル
帝
国
を
滅
ぼ
し
、

イ
ン
ド
全
土
を
植
民
地
に
し
た
。

ム
ガ
ル
帝
国
の
弱
体
化
に
と
も
な
う

諸
勢
力
の
抗
争
に
乗
じ
、権
益
・領
土
を
拡
大

１
７
５
７
年

プ
ラ
ツ
シ
ー
の
戦
い

東
イ
ン
ド
会
社
軍
が
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ン
ガ
ル
太
守

の
連
合
軍
を
破
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
で
の
主

要
拠
点
を
失
う
。

１
７
６
７
～
９
９
年

マ
イ
ツ
ー
ル
戦
争

マ
ラ
ー
タ
同
盟
な
ど
と
結
ん
だ
東
イ
ン
ド
会
社

軍
が
、南
イ
ン
ド
の
マ
イ
ソ
ー
ル
王
国
を
破
る
。

１

７

７

５

～

１

８

１

８

年

マ
ラ
ー
タ
戦
争

デ
カ
ン
高
原
か
ら
北
イ
ン
ド
に
ま
で
勢
力
を
広

げ
て
い
た
マ
ラ
ー
タ
同
盟
が
東
イ
ン
ド
会
社
軍

に
敗
れ
、減
亡
。

一
¨

　

１

８

４

５

～

４

９

年

中
　
　
シ
ク
戦
争

輛男旺鋼製醜Ｆ

ｌ
８
５
７
～
５
９
年

１
８
５
８
年

覇
関
轟
舅

ベ ンガ ル 湾

/ ャ`イロン

コロンボ。二)

東インド会社 ,サ9員ぞぼ品壽識ィ毬毬鋤把第翡国37斯鑓場経纂冤う留2は襦籍7馳馳
どの決定権も与えられ、アジアの植民地化を推進する先兵となつた。

1857～59年

セポイ(シパーヒー)の反乱

東インド会社のインド人傭兵 (セポイ)たちが
蜂起したが、横のつながりを欠いたため、組
織化されたイギリス軍に次々と鎮圧された。

シク戦争

シク教王国は19世紀初めにバンジャーブ地方で

建国されたが、東インド会社軍との戦争に敗れた。
これによリイギリス|よ全インドを支配下におさめた。
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